
ハイブリッドクラウドによる先進的な大学ICT環境を構築
徳島大学様は、サービス提供体制の強化と、災害発生を想定した学内システムの可用性強化を目的に、国立大学法人と

して先立って基幹業務の一部をクラウドに移管。プライベートクラウド、パブリッククラウド、オンプレミスを組み合わ

せたハイブリッドクラウドサービスにより、利便性や柔軟性の高いICT環境を構築しました。システム運用コストの削減

と、本業である教育・研究サービス、利用者サービスのさらなる向上が期待されています。
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を採用することにしました」（情報化推進セン

ター ICT推進室長 松村健氏）。

NECは、各システムの特徴に応じて、プライベー

トクラウド、パブリッククラウド、オンプレミスを

組み合わせた、費用対効果の高い提案を行いま

した。松村氏は次のように説明します。「今後5年

間は安定して使える、当学にふさわしい次世代

のシステムを提案いただき、総合評価落札方式

での入札の結果、NECに新システムの構築を依

頼することになりました。NECは、われわれの課

題と真摯に向き合い、SIerの立場で最適な解決

方法を提示してくれたのです。しかも、最もチャ

レンジングで先進的なソリューションでした」。

そして2012年3月より、新システムの運用が開

始されています。

徳島大学様がハイブリッドクラウドで構築した

新しい大学システムは、次のような特徴を持った

先進的なICT環境です。

●業務システムは、プライベートクラウドへ移行

教務システムや図書館システム、eラーニングシ

ステムは、学外データセンター（プライベートク

ラウド）に移行し、高いセキュリティ・可用性・耐

障害性を確保。計画停電時や災害発生時も、24

時間365日のサービス継続が可能な構成を実現

しています。

●ポータルと学生用メールサービスにパブリッ

ククラウドを採用

国内で初めて（株）セールスフォース・ドットコム

の「Chatter」をベースとしたポータルサービス

を全学で導入し、ユーザビリティの向上と情報提

供の効率化を実現。また、学生用メールサービス

には、日本マイクロソフト（株）の「Microsoft 

Office 365 for Education」を採用し、利便性

の高いサービスを低コストで実現しています。

●演習用システムは、学内オンプレミス

演習用システムには、ネットブート型のシンクラ

イアントシステムを新たに採用。一斉型実習での

パフォーマンスやセキュリティを重視し、作動基

本ソフトを学内で管理・運用しています。

また、マルチデバイスを使用しての学外からの

リモートアクセスも実現し、利用環境が広がっ

ています。

徳島大学様は、明治初期に創設された徳島師範

期成学校が母体となり、1949年に創立した国立

大学法人です。工学部、総合科学部など5学部か

らなり、学生数は約8,000名、教職員数は約

3,000名。教員養成をはじめ、工学・薬学・医学分

野で高いレベルの教育を提供する、歴史と伝統

のある大学です。

これまで徳島大学様では、学生向けメールシス

テム、教務システム、図書館システムなどをオン

プレミスで運用してきました。情報化推進セン

ター長 上田哲史氏は、当時の課題を次のように

振り返ります。「われわれの組織体制と、求めら

れている情報システムの運用管理業務が必ずし

もマッチしておらず、24時間365日の安定した

サービス提供が難しくなっていました。しかも、

ほぼすべてのサーバ資源が学内に集中してお

り、災害発生時の体制が脆弱、かつ運用上のセ

●NECの認証技術で、学内システムを統合

従来は個々に管理されていた学内のシステム

を、NECの統合認証管理製品「WebSAM 

SECUREMASTER」とShibboleth※1 技術を

用いて統合。プライベートクラウド、パブリック

クラウド、オンプレミスのサービスをシングル

サインオンで利用することが可能になりました。

徳島大学様は、この新しいハイブリッドクラウド

のしくみによって、システムの可用性を強化し、

情報サービスの質向上という大きな目的を実現

できるICT環境を整備することができました。

情報化推進センター 情報マネジメント室 室長

松浦健二氏は、学内での反応について以下のよ

うに話します。「『学外からも利用できるように

なった』とか、『こんな掲示の仕方もできる』『スマ

ホでも使える』など、便利になったとの声が聞か

れます。また教職員には、組織を超えたフラット

な連携がしやすいシステムであることが、理解さ

れてきました。これから本格的に普及させてい

きたいですね」。

情報化推進センター  情報基盤  セキュリティ

室長 佐野雅彦氏は「プロビジョニング/デプロ

ビジョニング※2 の集中管理に要する業務工数

が、大幅に削減されたことも大きな効果」だと

強調します。

Chatterをベースとしたポータルサービスの導入

効果については、情報化推進センター 特任助教 

関 陽介氏が次のように付け加えます。「Chattar

を介してメッセージ連携がなされるので、授業

に必要な課題やレポートなどの情報を公開する

ことで、学生はどこからでも閲覧できるようにな

りました。今後、ファイルの共有やコミュニケー

ションの活性化が進むなど、さまざまなメリット

が期待できます」。

徳島大学様では今後、シングルサインオンで利用

できるシステムの領域を拡げていく考えです。佐野

氏は「外部のデータセンターで運用するシステム

を増やすことで、大規模災害時にもサービスを継

続できる体制を、さらに強化したい」と話します。

上田氏は「学内システムの統合が進んだことで、

運用に関する情報を集めやすくなり、プロビジョ

ニング/デプロビジョニングにおける特性もつか

めるようになりました。今後は運用に関するデー

タ分析にも注力し、次期システムの戦略へも活か

したいと考えています」と語ります。システム運

用コストの削減と、本業である教育・研究サービ

スのさらなる向上も、学内で期待されています。

キュリティリスクも高かったのです」。

そして2010年、徳島大学様は学生と教職員向け

情報サービスの質を高めるという方針を掲げ、

教育・研究の運用サポートが中心になっていた

組織体制を、サービス強化を軸にした組織へと

大きく改正されました。この方針に沿って、学内

システムの刷新にも着手されました。

新システムの仕様策定において、徳島大学様が

重視したのは、可用性の担保。教職員に負荷がか

かることなく、安定したサービスが提供できる情

報基盤を目指しました。さらに、クラウドサービ

スを利用してBCP/DRを強化し、運用コストの

削減を図ることでした。「学生サービスを強化す

るため、ポータルサービスと学生用メールサービ

スは外部のデータセンター、パブリッククラウド

国立大学法人 徳島大学 様
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ハイブリッドクラウド 導入事例

24時間365日のサービス提供が困難に

コストを抑えた先進的な提案と、
SI力に高い評価

情報システム部門の組織体制と、求められてい
る運用管理業務がマッチしておらず、24時間
365日のサービス及びサポートの提供が難しく
なっていました。

プライベートクラウド、パブリッククラウド、オン
プレミスを組み合わせたことで、システム運用コ
ストを抑えながら、24時間365日のサービス提供
が可能な構成となり、可用性が強化されています。

ほぼすべてのサーバ資源が学内に集中しており、
災害発生時の体制が脆弱、かつ運用上のセキュリ
ティリスクを抱えていました。

教務システムや図書館システムなどの業務システ
ムとeラーニングシステムをプライベートクラウ
ドで提供することにより、災害発生時もシステム
を止めることなく、教職員や学生が保有する情報
を安全に運用管理することが可能になりました。

学内システムが個々に管理されており、各システ
ムへのログインが煩雑で、IDも複数管理が必要
でした。

多くの学内システムを、ひとつのID、シングルサ
インオンでどこからでも利用することが可能に
なり、ファイルの共有やコミュニケーションの活
性化が進んでいます。
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ハイブリッドクラウドによる、
先進的な大学ICT環境

情報サービスの質が向上。
「使える」「便利になった」の声が多数

プライベートクラウドの領域を拡大。
運用形態の分析も

※1…Shibboleth（シボレス）：米国Internet2/EDUCAUSEが開発する、
認証の世界標準SAML2.0に準拠した、シングルサインオンを実現す
るオープンソースソフトウェア。

※2…プロビジョニングとは、ユーザの需要を予想し、ICT機器やサービス
などのリソースを計画的に調達し、ユーザの必要に応じたサービスを
提供できるように備える業務。デプロビジョニングは、サービスの停
止・廃止時に、ユーザのアクセス権や権限を取り消す業務。
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